
��������������������
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
� �������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

尾張健康友の会ニュース （６）第４３６号２０２４年９月

老老健健花花火火大大会会、、盛盛大大にに

７月２０日、老健花火大会を開
催しました。利用者さんには、手
持ち花火を体験してもらいまし
た。家族も参加し、一緒に写真を
撮ったり、暑い中でも童心に返っ
たかのように楽しみました。
職員による花火は、いろいろな
種類の噴き出し花火から始まり、
クライマックスのナイアガラ大花
火へ。会場からは大歓声が沸き起
こり、盛大な拍手が送られて盛り
上がりました。

老健ちあき けやき棟
介護福祉士 日比野 星輝

デデイイケケアアでで夏夏祭祭りり
病病棟棟でで音音楽楽会会＆＆夏夏祭祭りり

８月７日、千秋病院デイケア
で毎年恒例の夏祭りを行ないま
した。
スイカの重さ当てクイズから
始まり、スイカ割り、輪投げ、射
的を楽しみ、スイカはみんなで
美味しくいただきました。

介護福祉士 長谷川 美恵

２
０
１
８
年
に
入
職

し
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
ち
あ
き
へ
。
今
年

４
月
か
ら
課
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
。

３０
代
の
頃
に
病
棟
看
護

師
と
し
て
働
く
な
か
で
、

「
も
っ
と
一
人
ひ
と
り
の

患
者
さ
ん
と
対
話
を
し
た

い
」と
思
う
よ
う
に
な
り
、

訪
問
看
護
師
の
道
を
選
ん

だ
と
言
い
ま
す
。

訪
問
看
護
師
は
、
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
か
ら
の
依
頼

を
受
け
て
、
点
滴
や
経
管

栄
養
な
ど
の
処
置
や
指

導
、
服
薬
管
理
な
ど
を
行

な
い
、
在
宅
で
の
利
用
者

さ
ん
の
治
療
を
支
え
る
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
現
在

は
７
名
の
職
員
で
１
２
０

名
ほ
ど
の
利
用
者
さ
ん
を

受
け
持
ち
、
１
日
に
４
〜

５
件
を
訪
問
す
る
と
の
こ

と
。「点

滴
を
開
始
し
て
も

口
か
ら
食
べ
る
こ
と
が
可

能
な
方
に
、
家
族
が
食
事

介
助
す
る
様
子
を
見
守
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
本

人
や
家
族
と
じ
っ
く
り
向

き
合
い
、
心
身
の
状
態
や

希
望
に
合
わ
せ
て
支
援
内

容
の
組
み
立
て
が
で
き
る

の
で
、
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で
話

し
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
が
趣
味

で
、
休
日
に
は
植
物
の
世

話
を
し
て
い
る
と
か
。「
今

は
、
秋
に
花
を
つ
け
る
バ

ラ
が
咲
く
の
を
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
」
と
微
笑
み

ま
す
。

７月１７日、看護部長をはじめと
した師長たちによる病棟イベント企
画「七夕音楽会」を開催しました。
こすもす病棟でも「七夕夏祭り」を
実施し、ボウリングや輪投げ、たこ
焼きなどにぎやかなイベントを楽し
むことができました。

千秋病院 師長室 沢田 美名

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ち
あ
き

課
長

松
田
恵
さ
ん
�

７
月
２０
日
の
特
養
・
ち

あ
き
と
特
養
・
ち
あ
き
第

二
合
同
の
納
涼
祭
で
、
一

宮
を
拠
点
に
し
て
い
る
よ

さ
こ
い
チ
ー
ム
「
一
粋
」

の
皆
さ
ん
が
長
寿
の
郷
伝

統
の
「
よ
さ
こ
い
」
を
演

舞
し
ま
し
た
。

ど
迫
力
の
演
舞
で
会
場

を
盛
り
上
げ
、
ア
ン
コ
ー

ル
に
も
応
え
て
く
れ
ま
し

た
。利

用
者
さ
ん
や
職
員
も

一
緒
に
踊
り
、
楽
し
い
雰

囲
気
に
会
場
が
包
ま
れ
ま

し
た
。

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
・

ち
あ
き

大
澤
三
保

〈〈
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
紹紹
介介
〉〉

よよ
ささ
ここ
いい
チチ
ーー
ムム
一一
粋粋
がが
演演
舞舞

手手話話でで思思いいをを伝伝ええよようう
【ボランティア】

を表す手話

両手２指を下に
向け、同時に指
を交互に出して
前へ進める

昔は「奉仕を受ける」という表現をし
ていましたが、今は「寄り添って共に
歩く」表現に変わりました。

尾西支部 藤井 保

１４４

利
用
者
に
向
き
合
う

支
援
が
や
り
が
い


